















































































































園の分類 配付 回収 回収率
A幼稚園 200 122 61％
B保育所 80 15 19％
C保育所 70 20 29％
D保育所 125 45 36％
E保育所 150 39 26％








































起 床 7:02 6:58
家を出る 8:39 8:04
降園（所） 14:18 18:07
帰 宅 14:47 18:39
夕 食 18:17 19:04







































































図7 家事分担の状況 幼保の比較 図8 保育所児家庭における
夕食の支度分担状況
図9 育児の分担状況
図10 幼稚園保育所への送り担当者 図11 保育所への迎え担当者
3.保護者の子育て意識
次に，現在の子どもの生活時間を保護者がどの
ように考えているかについて，幼稚園児と保育所
児の比較を行った。「質問30 現在の子どもの生
活リズム等，家庭生活についてどのように感じて
おられますか」に対する回答を図12に示す。
幼稚園児の保護者の場合，82％が「特に大き
な問題はないので今のままでよい」，16％が「少
し無理をさせているかもしれないが，改善の努力
もしながら基本的に今のままでよい」を選択しており，ほとんどが現状に肯定的である。それに対し
て，保育所児の保護者の場合は，「少し無理をさせているかもしれないが…今のままでよい」が最も
多く58％，「特に大きな問題はないので今のままでよい」が30％，そして，「大変無理をさせている
ので何とか改善したい」が12％となっている。保育所児の場合も，幼稚園児に比べれば少し無理を
させていると感じている割合が高いものの，おおむね現状に肯定的であった。
また，保育と仕事の関係について，保育所児の保護者がどのように考えているかをたずねた「質問
15 子どもの保育と仕事との関係についてどのようにお考えですか」に対する回答を図13に示す。
「なるべく早く迎えに行くようにしているが，場合によっては延長保育を利用してでも仕事の責任を
果たすようにしている」の割合が40％，「今は子育てを優先し，仕事は最低限で切り上げて定時に迎
えに行けるように努力している」の割合が38％で拮抗しており，「保育時間いっぱいまで子どもを預
けてできる限り仕事をこなし，仕事と子育てを両立させたいと」の割合が19％となっている。
保育所児の保護者は，幼稚園児の保護者に比べて「少し子どもに無理をさせているかもしれない…」
という意識を持っている割合は高いが，その状況を改善したいとしている割合は高くない。むしろ，
「仕事の責任を果たすようにしている」，「保育時間いっぱいまで子どもを預けてできる限り仕事をこ
なし」といったあたりに，保育時間を気にしながら仕事をせざるを得ない状況へのジレンマがうかが
える。
総合考察と今後の課題
幼稚園児と保育所児の生活時間を比較したところ，帰宅から就寝までの生活状況に大きな違いがあ
ることがわかった。
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図12 子どもの生活時間に関する保護者の意識
図13 保育所児保護者の仕事と
子育てに関する意識
幼稚園児の場合は，帰宅から就寝までの間に平均6時間程度の時間があり，子どもは比較的ゆとり
を持って就寝までの時間を過ごせる。しかし，多くの場合父親は子どもの就寝後に帰宅するので，夕
食を家族そろってとるのはおそらく休日に限られ，平日は多くの時間を母子のみで過ごさなければな
らない。地域の人との関係が希薄になっている昨今の状況において，子どもの通う幼稚園を通して作
られる母親同士の人間関係は，家庭外の世界に開かれた数少ない窓口であり，同世代の仲間とつなが
る唯一の手段ともなっている。
幼稚園児の保護者への支援を考えるにあたっては，母子だけで過ごす時間の重圧と孤独，母親同士
の人間関係の中で起こりがちなトラブル，社会とのつながりへの渇望等を理解することが必要である。
その上で，降園後の子どもとの時間の過ごし方，家庭での子どものへの対応，子育ての仲間作りとい
った視点で，母親の心の負担を軽くし，また，不足しがちな父親の家庭生活や子育てへの関与を高め
て行くような支援を考えていくことが課題となるだろう。
一方で，保育所児の場合は，帰宅から就寝までの間に3時間しかなく，ゆとりを持って子どもに関
わるのは難しい。しかし，そのような状況の中でも保護者はできる限り子どもに朝食をきちんととら
せ，父親と母親が協力して仕事と子育ての両立を図ろうとしている家庭が多い。
保育所児の保護者への支援を考えるにあたっては，しっかりと子どもを育てたい気持ちを持ちなが
ら，職場での責任も果たさなければならないという保護者のジレンマを受け止めることが必要である。
それを踏まえて，かけがえのない乳幼児期にしっかりと親子の関係を築くことの大切さと，一緒に過
ごす時間が少ない分だけ，その時間を豊かなものにするための具体的な方法を伝えることが求められ
る。
以上見てきたように，幼稚園児，保育所児それぞれの生活時間や保護者の生活状況には，大きな違
いがある。今後，「こども園」のような幼保一体型の施設において「すべての子どもの良質な成育環
境を保障し，子ども子育て家庭を社会全体で支援する」とするならば，それぞれの家庭の生活時間
や生活状況，抱える問題に合わせた，きめ細やかな個別の支援プログラムを考えていくことが必要に
なると思われる。
最後に，今回の調査の問題点と今後の課題について触れておきたい。調査結果は，先行研究から予
想されたような長時間保育によって生活時間や生活習慣に大きな乱れがあるというようなものではな
く，幼稚園児と保育所児とでは生活時間や生活状況の違いはあっても，それぞれの保護者が子どもの
ことを考え，保育所児の保護者も何とか子育てと仕事の両立を図ろうと工夫をしているというもので
あった。この結果の要因としていくつかの理由が考えられる。
一つは，保育所における質問紙の回収率の低さである。今回，保育所における質問紙の回収率は
28％にとどまっており，忙しい中，調査に協力してくださった家庭の保護者はどちらかといえば子
育てに積極的に取り組む姿勢を持っていたのかもしれない。今一つは，調査対象とした幼稚園や保育
所の立地条件である。特に今回調査対象とした保育所は都心の地下鉄駅の近くであるため，通勤時間
が1時間以内の保護者が多い。しかし，これが都心を離れ通勤時間が長くかかる地域であれば，生活
時間は一層ゆとりのないものになっている可能性がある。今後は，以上のような点を踏まえて様々な
子育て家庭の状況を捉える方法を検討する必要がある。
今後の課題として，本研究においては，調査結果のうち主として時間データと選択肢の選択結果を
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もとに幼稚園児と保育所児の比較を行ったが，分析が不十分なところもあり，さらに詳細な検討を行
っていく必要がある。また，自由記述欄でも，多くの保護者が子育ての悩みや，藤を記入しており，
その部分についても分析し，幼稚園，保育所，こども園等における乳幼児期の支援を考える上で生か
していきたいと考えている。
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